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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。年頭に当
たり一言ご挨拶を申し上げます。
　皆様方には平素から二普協活動の推進に当たり
まして、多大なるご理解とご支援・ご協力を賜り
心より厚く御礼を申し上げます。
　さて、国内二輪車業界を取り巻く環境はご承知
の通り、先行き不透明な経済状況が続き、出荷台
数についても大変厳しい状況にあります。会員の
皆様にはこのような中にもかかわらず、二普協事
業の遂行に向けご努力いただきましたことに対し
まして、改めて感謝申し上げます。
　二普協活動の大きな柱である安全普及活動につ
いては、昨年は二普協及び関係機関・団体等との
緊密な連携と協力によるグッドライダーミーティ
ング（以下「Gミーティング」という）の開催等、
各種安全活動に真剣かつ積極的に取り組んでいた
だきました。昨年の交通事故死者数をみてみます
と4,863人（12月末現在）で、一昨年同時期比マ
イナス51人、1.0％の減少でした。全体的に減少幅
にかげりが見える中、二輪車事故死者数は871人
（12月末現在）で、原付、自動二輪車ともに一昨
年まで続いていた減少傾向から若干増加傾向にあ
り、憂慮しております。二普協としましては、政
府が平成21年に新たに発表した「平成30年を目途
に交通事故死者数を半減させ、これを2,500人以下
とし、世界一安全な道路交通の実現を目指す」と
いう目標の達成に寄与するために、本年のGミー
ティングでは、運転初心者や運転に自信のない人
等に加え、高齢者等も重点対象として安全講習の
拡大開催や、指導員による充実した店頭個別安
全指導及び二推など関係団体との連携による高校
生安全運転講習会等の安全運転指導活動を関係機
関、団体との緊密な連携の下で着実に展開してま
いりたいと思います。
　もう一方の柱である防犯活動のグッドライダー
防犯登録制度（以下「G防犯登録」という）は、

昨年は警察庁へのG防犯登録推進依頼や銘柄別・
都道府県別のG防犯登録新車登録計画達成のため
の諸対策を講じてまいりました。しかしながら昨
年の新車登録率は47.8％（12月末現在）と一昨年
の同時期の48.1％に比べ0.3％減となり目標の55％
には及ばず、また、地域的格差も拡大しており、
保有台数比率では23.0％と、依然として厳しい状
況にあります。
　また、二輪車盗難照会システムは、昨年は加盟
店への加入促進や未稼働店に対する活用PRの継
続推進等の諸対策を講じましたが、加盟販売店数
は3,356店（12月末現在）で達成目標である3,500店
には至っておりません。一方、全国の二輪車盗難
認知件数は73,492件（12月末現在）と一昨年同時
期比8,624件減少しており、また、被害回復率につ
いては38.8％で0.5％の増加でありますが、まだま
だ盗難問題は二輪車の利用環境にとって大きな障
害となっております。
　皆様には現下の厳しい経済環境下で何かとご
苦労も多いかと思いますが、安全防犯活動はニ普
協活動の大きな柱であるとともにより良き二輪車
利用環境にとっても必要な事業でもあります。ま
た、このような中だからこそ、今一度お客様視点
に立ち返り、業界のなすべきことを整理し、集中
して効率よく確実に実行する必要があると考えて
おります。
　強い危機感を持ちながらも明るく前向きに本年
も皆様と一緒に事業目的達成のため積極的かつ効
率的な活動を推進していく所存ですので、昨年同
様、皆様のご理解・ご協力を何卒よろしくお願い
申し上げます。
　おわりに皆様の益々のご健勝とご活躍を心より
お祈りいたしまして新年のご挨拶といたします。



－３－

二輪車安全普及協ニュース№105　  　平成23年１月31日号　  　Motorcycls Safety Association News

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様方には、日頃から交通警察行政各般にわた
り、御理解と御協力をいただき、また、二輪車の
交通安全活動の推進に特段の御尽力をいただいて
おりますことに対し、深く感謝申し上げます。
　さて、平成22年中の交通事故情勢につきまして
は、死者数が一昨年に引き続き5,000人以下の4,863
人となったほか、発生件数及び負傷者数も過去最
悪であった平成16年から引き続き減少しておりま
す。
　これも皆様方を始めとする関係各位の御尽力の
賜であると改めて感謝する次第であります。
　しかしながら、個々の交通事故事件に目を向け
てみますと、交通事故死者数の約半数を65歳以上
の高齢者が占めているほか、未だ飲酒運転等の悪
質違反に起因する交通事故によって、多くの尊い
命が犠牲となるなど、交通情勢は決して予断を許
すことのできない厳しい状況にあります。
　こうした情勢の中、警察といたしましては、「平
成30年を目途に、交通事故死者数を半減させ、こ
れを2,500人以下とし、世界一安全な道路交通の実
現を目指す」という政府目標の達成に向け、事故
実態に即した効果的な街頭活動、地域や職場に根
ざした体系的な交通安全教育、悪質性・危険性・
迷惑性の高い違反の交通指導取締り、交通安全施
設の整備充実等の諸対策に全力を傾注していると
ころであります。
　また、高齢化の進む社会情勢にかんがみ、昨年
４月からは、高齢運転者等専用駐車区間制度の運
用を開始しているほか、先般、高齢運転者標識に
ついて、いわゆる「もみじマーク」に代わる新た
なデザインを決定し、その施行を本年２月に予定
するなど、高齢運転者に対する安全運転支援策の
一層の充実を図っております。
　本年４月からは、政府の第９次交通安全基本計
画（平成23年度～平成27年度）が開始されます。

警察としても、交通事故犠牲者のより一層の減少
を目指して、各種施策を推進してまいりますが、
もとより、交通死亡事故抑止は、ひとり警察のみ
で達成できるものではなく、関係機関・団体との
緊密な連携による官民一体となった取組みが不可
欠であることは申すまでもありません。
　次に、昨年の二輪車事故の状況をみますと、自
動二輪車乗車中の事故死者数が、この10年間で減
少しているものの、原動機付自転車乗車中の事故
死者数は、前年と同数になっております。
　年齢層別の事故死者数は、自動車二輪車では、
40歳代、50歳代及び75歳以上で前年より増加し、
また、原動機付自転車では、65歳以上の高齢者が
約半数を占めている状況にあり、憂慮すべき事態
となっております。
　このような年齢層の運転者に対して、積極的な
交通安全教育の実施が必要でありますが、貴協会
で実施しておられる「グッドライダーミーティン
グ」や貴協会も協力されている「二輪車安全運転
講習」、「原付安全運転講習」での安全教育に期待
するところであります。
　また、「グッドライダー防犯登録制度」につき
ましては、二輪車の盗難防止と被害品の回復に成
果を上げるとともに、グッドライダーの広がりが
安全運転意識の拡大に貢献しているところであり
ます。さらに、「二輪車盗難照会システム」につ
きましても、被害回復及び盗難二輪車の流通防止
に成果を上げており、両制度がより充実したもの
となるよう皆様の更なる御努力に期待するところ
であります。
　結びに、貴協会のますますの御発展と皆様の御
健勝、御多幸を祈念いたしまして、新年のあいさ
つとさせていただきます。
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　平成18年度から全国二普協事業の新たな柱としてス
タートを切った「グッドライダーミーティング」（以
下「Gミーティング」という。）はこれまでに総計41都
道府県で延べ346回開催し、受講者数は累計14,136名
に達しています。目標として掲げている全都道府県で
の開催まであと一歩のところまで到達しました。

◎G・ミーティングの狙い

　Ｇミーティングは、誰でも気軽に参加できる体験
型の安全運転講習です。その狙いは、安全運転を個人
の規範に訴えかけ直接安全行動を指導するものではな
く、実技講習を通じて受講者それぞれの技量を把握し
てもらうとともに、混合交通の中での危険要素を投げ
かけることで、受講者が自ら考え、安全行動への動機
付けを図り、二輪車の事故防止を図るものとなってい
ます。

◎G・ミーティング発足の経緯

　Ｇミーティングのルーツは、平成３年10月に東京二
普協が開催した二輪車安全運転講習会「第１回グッド
ライダーミーティング」です。“グッドライダー宣言”
をしたライダーを対象に無料のライディングスクール
を警視庁府中運転免許試験場にて実施しました。当時
は交通事故件数が増加の一途をたどっており、若者ラ
イダーによる死亡事故にも歯止めがかからない状況に
ありました。そこで、東京二普協をはじめとする二輪
車業界関係者と警視庁交通部が一致協力し、若者ライ

ダーに基本的なテクニックとルール、マナーを身につ
けてもらい、事故防止と二輪車環境の改善を図ってい
くことを目的に実施しました。これ以降、東京二普協
安全普及委員会が主体となり企画運営され、関東各県
そして全国へと広がっていきました。ちなみに平成18
年度に関東以外の二普協で最初に開催したのは、大阪
二普協以下５県です。

◎開催実績

　平成18年度からの開催実績は表のとおりです。
　この５年で、県数は2.7倍、講習回数は2.5倍、受講
者数は2.8倍に拡大しました。
　また、地域ごとに特色のある運営を行っているケー
スも見られます。受講者を女性限定とした“レディー
ス講習会”（千葉）、通学にバイクを利用している高校
生を対象とした講習会（熊本等）、訪問介護にバイク
を利用しているホームヘルパーを対象とした講習（大

◎Gミーティング実績推移表

開催県数 延べ
開催回数

延べ
受講者数

平成18年度 15 37 1,330
平成19年度 26 56 2,215
平成20年度 29 73 3,071
平成21年度 37 86 3,696
平成22年度
(※12月末現在) 41 94 3,824

計 41 346 14,136
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阪等）、会場にサーキット場を使用（宮城）など多彩
です。

◎今後の課題

　Ｇミーティングの実施には、「関係機関・団体との
協力」「講習会場の確保」「指導員の手配」「運営資金
の調達」など克服しなければならない課題が数多くあ
ります。全国二普協では、未実施県におけるこれら課

題の解決に向けた助言と支援を行い、全都道府県の完
全実施をめざします。
　また、若年層や高齢者など事故死者数の割合が多い
年齢層の参加をどのように促進するか、効果的な方法
を模索する必要があります。
　運営方法のマニュアル化や指導方法の統一に向けた
研修の実施にも取り組む必要がある一方、各地域ごと
に特色のある講習にしていく必要もあります。

【年齢】

　最も多いのは「30代」の34.1％、次いで「40代」の
32.3％、両者でほぼ３分の２を占めています。「60代
以上」は2.2％、100人に２人の割合にとどまっています。

【性別】

　「男性」が圧倒的に多く85.9％に達しています。た
だ、千葉県など女性限定の“レディース講習会”を実
施しているケースもあり、全国的に見れば比率が改善
する可能性があります。

【運転経験年数】

　最も多いのが「10年以上」のベテランライダーで約
４割を占めます。次いで「１～３年」の23.3％、「１

年未満」の17.1％と続きます。「４～９年」の中間層
が少ないのが不思議なところです。
【講習をどこで知ったか】

　「協会等のホームページ」が52.9％で最多。次いで
「友人・知人を通じて」が23.1％。「販売店」は約１割
と振るいません。

【二輪車実技講習会受講経験】

　最も多いのは「10回以上」で37.2％、次いで「３～
５回」の29.3％。「初めて」は14.4％にとどまっていま
す。Gミーティングの価値はリピーターが多いことで
証明されていますが、その価値を新規の受講者をいか
に伝えていくかがカギといえます。

【所有しているバイクの種類】

　「750cc以上」が最多で30.5％、次いで「125cc ～
249cc」の21.5％。以下、「400cc ～749cc」の20.4％、
「250cc ～399cc」の18.5％と続き、いわゆる自動二輪
が９割以上を占めています。

　講習終了後に行ったアンケートから、Gミー
ティングの受講者の傾向を分析します。今回
は東京（平成14年・21年・22年）、香川（21年・
22年）、愛媛（22年）の３都県のデータを使
用しました。（ｎ＝1,046名）

１年未満 17.1%
１～ 3年 23.3%
４～ 5年 8.8%
６～ 9年 11.4%
10 年以上 37.6%
不明 3.2%

50cc未満 4.2%
50cc ～ 124cc 4.8%
125cc ～ 249cc 21.5%
250cc ～ 399cc 18.5%
400cc ～ 749cc 20.4%
750cc 以上 30.5%

10代 1.7%
20 代 19.5%
30 代 34.1%
40 代 32.3%
50 代 10.1%
60 代以上 2.2%

男性 85.9%
女性 14.1%

初めて 14.4%
1 ～ 2 回 7.4%
3 ～ 5 回 29.3%
6 ～ 9 回 11.7%
10 回以上 37.2%

販売店 9.9%
ホームページ 52.9%

友人・知人を通じて 23.1%
その他 14.1%
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【講習に参加した理由】

　最も多いのは「技術の向上」で53.0％。「安全運
転に役立つよう」が27.4％、「基礎から学びたい」が
11.6％と続いています。

【感想・意見（自由回答）】

　「大変ためになった」「自分の苦手なところ、技量
不足がわかった」「教習所より実践的で良かった」な
ど講習の内容に対する評価は総じて高いことが分かり
ます。また、「練習になった、また参加したい」「数ヵ

月単位で定期的に開催してほしい」などリピーターが
多いことを証明する結果となっています。一方で「初
心者講習とあるが、周りの方が非常にうまく走りづら
かった」など受講者の技能レベルの違いによるギャッ
プも見られました。
　印象的なものは「参加前はコワイ印象をもっていた
が、参加してそんなこと全くなかった」で、新規受講
者の拡大のためには、主催者サイドによるこうした感
覚的な障壁を取り除く努力がさらに必要であることを
示唆しています。
　さらに「イベントの広報の方法について、もう少し
窓口を広げたら良いと思う」などは、Gミーティング
を高く評価する一方で、告知に関する取り組みをより
一層強化する必要があること示しています。

　熊本二普協では、天草・上天草地区の４校のバイク
通学をする高校生を対象としたＧミーティングを昨年
４月に実施しました。会場は天草自動車学校で、熊本
県警本部、熊本県安協、九州二輪車協会の後援を得ま
した。
　受講者は合計29名（男性12名・女性17名）で、この
ほかに一般からの参加も６名（男性４名・女性２名）
ありました。指導員は19名で、うち白バイ隊員３名に
参加いただき、指導にあたっていただきました。
　参加した高校生からは「運転の技術がついて良かっ
た」「沢山指導して頂いてとても勉強になった」など
評価する意見が多かった一方、「実際に路上に出てみ
る」「（道路の）右側の建物に入る方法」などより実際
的な指導を望む声がありました。

　沖縄二普協では、Gミーティングの実施には欠かす
ことのできない「指導員」の養成に力を入れています。
昨年７月、県警本部運転免許試験場において「指導員
講習会」を実施しました。当日はGミーティングを開
催。講習会を受講した直後、指導員として指導に当た
るというより実践的な内容でした。参加者は合計17名
（うち女性２名）でした。
　講習会は、開講式・諸注意に続き、まず座学として
「指導員の心得」を聴講した後、実技における指導要
領を学びました。指導は全国二普協安全部会長の松井
特別指導員が担当しました。
　終了後直ちに指導員はＧミーティングに参加。先輩
指導員から実践的な指導方法などについて学び、指導
員としての第一歩を踏み出しました。

基礎から学びたい 11.6%
技術の向上 53.0%

安全運転に役立つよう 27.4%
指導員になりたい 2.5%

その他 5.4%
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　滋賀二普協は、滋賀県警本部と合同で、二輪車の交
通事故防止とＧ防犯登録への加入を呼びかけるチラシ
を３万枚作製しました。特に事故防止を呼びかける面
では、県警本部が独自にデザインした事故発生地点の
ケーススタディを印刷しています。
　チラシ作製の背景には、平成22年上半期の県内の二
輪車死亡事故の急増がありました。５月の時点で平成
21年年間の死者数に並ぶハイペースで推移したため、
官民一体となった取り組みが急務となったことにより
ます。事故死者数は８月まで増加が続きましたが、チ
ラシを配布した９月以降はゼロで推移。12月末時点で
継続中です。
　滋賀県警ではさらに、県内のＧ防犯登録取扱店に対
して「二輪車事故防止のための交通安全活動の協力依

頼について」と題する県警本部交通部長名の文書を発
信。二普協活動に対する強い信頼を示しています。

　兵庫二普協は、兵庫県警本部と合同でG防犯登録制
度への加入促進をアピールするチラシ５万枚を作製し
ました。基本デザインは二普協のＧ防犯登録チラシで
すが、県警の要望により「オートバイの盗難防止に
ツーロック、U字ロックが威力を見せています」の文
言とオリジナルイラストが描かれています。
　今回のチラシ作製については、県内のＧ防犯登録件
数が少ないことを県警本部が憂慮。協力できることは
ないかとの申し出があったことに端を発します。
　完成したチラシは、県内のＧ防犯加盟店に配布した
ほか、県警本部からの申し出により、各警察署の窓口
に置いていただけることになりました。

県警によるオリジナルデザイン（滋賀） 下方４分の１が独自の部分（兵庫）
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グッドライダー防犯登録制度推進優良販売店
都府県地区名 店　　　　　　名 代表者氏名

札　　　幌
ホンダドリーム札幌
クルムスSAPPORO

ナカムラモーターサイクル

佐　藤　　　晃
大　村　直　幸
中　村　　　博

旭　　　川
㈱オートジョンブル

㈲ホンダウィングアルファ
モトハウスケンケン

矢　倉　巻　純
中　島　昌　平
森　川　健　二

帯　　　広 ㈲びとう商会YSP帯広 尾　藤　輝　幸

北　　　見
㈲RSJ－１
㈱オクヤマ

秋　山　忠　博
奥　山　俊　二

青　　　森
YSP青森中央
YSP八戸

㈱ハナイチモータース

成　田　郁　久
三　浦　健　至
伊　藤　平八郎

岩　　　手
北上ホンダ

㈲サイクルショップ松園
花巻オート

加　藤　正　喜
及　川　忠　志
照　井　　　清

宮　　　城
サターンコスモス

ライダーサロンオオイズミ
山田輪業商会

佐　藤　幸　夫
大　泉　浩　一
山　田　幹　雄

秋　　　田
佐藤モーターサイクル桜店

カマダサイクル
佐　藤　俊　二
鎌　田　誠　一

山　　　形
㈱ホンダウィング荘内
塚本サイクル
カガミサイクル

荒　生　和　人
塚　本　三　郎
鏡　　　彰一郎

福　　　島
オートスペースゼウス鎌田店
MXプロ　モトアルファ
オートショップ神野南店

福　島　淳　司
菅　野　　　章
神　野　　　軍

東　　　京
バイクショップロミオ多摩店
㈱ホンダ二輪・新宿バス事業部

㈱モトウイング須賀

祐　谷　雅　嘉
青　木　　　弘
須　賀　　　進

茨　　　城
㈲中央オートサイクル
ホンダドリームつくば南
㈲ホンダツーワン

久　野　哲　男
大　島　清　司
早　見　　　豊

栃　　　木
ホンダドリーム宇都宮

バイクステーションSOX SBS足利
㈲岡モータース

岡　　　康　夫
佐　藤　隆　一
岡　　　康　夫

計129店
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群　　　馬
バイカーズステーション　ソックス大泉店

ホンダドリーム高崎
バイクショップ　ヤマモト

佐　藤　隆　一
五十嵐　孝　光
山　本　秀　人

埼　　　玉
㈱弁慶

ホンダドリーム草加
エフワンオート

林　　　青　雲
大　塚　清　孝
田　邉　治　彦

千　　　葉
㈲袖ヶ浦ホンダ本店

㈲MDモーターサイクルス
関モータース

小　林　宏　子
土　居　光　夫
関　　　一　男

神　奈　川
丸富オート販売㈱金沢店
㈲サカエオート
㈱スプラウト

長　田　憲　治
中　村　昌　弘
仲　條　敏　昭

新　　　潟
㈲佐上商会
㈱ブライトン
桜井自転車本店

佐　上　　　博
川　内　武　志
桜　井　春　夫

山　　　梨
㈲ミカサ商会
川上輪業

オートショップ　ヤノ

小　野　弘　樹
川　上　国　一
矢　野　正　洋

長　　　野
ホンダドリーム長野
ホンダドリーム松本
トネガワオート㈱

小　林　邦　博
赤　羽　博　巳
舎　川　淳　一

静　　　岡
YSP浜松
YSP静岡東
YSP浜北大橋

和　田　　　茂
和　田　　　茂
太　田　徳　次

富　　　山
YSP富山東
YSP富山中央

スズキワールド富山

叶　井　　廉
酒　井　宗　一
小　谷　正　裕

石　　　川
MOTOR HOUSE BIKE ON金沢田上店

二輪館にしむら
片　岡　匡　史
西　村　健　一

福　　　井
赤い３輪車

㈱バイクガレージ福井
小　林　幸　弘
出　口　幸　宏

岐　　　阜
YSP各務原東

㈱ギフトップトレーディングカンパニー
堀　尾　明　宣
土　井　　　悟

愛　　　知
合資会社伊藤兄弟商会
スズキワールド天白
ホンダドリーム高浜

伊　藤　勝　己
小　谷　正　裕
金　原　昭　行

三　　　重
㈱今西マシーンテクノ四日市

片山モータース
ホンダドリーム松阪

今　西　美知代
片　山　義　克
稲　葉　茂　樹

滋　　　賀
バイクショップロミオ滋賀店

㈲サイクルたなか
西谷自転車商会

末　金　成　俊
田　中　武　司
西　谷　耕　一

京　　　都
バイクショップロミオ京都北店

U－Bike kyoto
昭和モータース

末　金　成　俊
谷　本　澄　夫
谷　口　泰　一

大　　　阪
㈱二輪館

ホンダドリーム高槻
AUTO PLAZA太閤

奈　良　利　昭
稲富　　博　文
阪　田　　　博
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兵　　　庫
バイクショップロミオ西宮店

アリマサイクル
バイクショップアンクル

末　金　成　俊
有　馬　昌　平
陰　山　辰　朗

奈　　　良
勅使河原商会
二上サイクル
谷村モータース

勅使河原　光三
谷　村　延　孝
谷　村　重　則

和　歌　山
りんくるきし
つつみサイクル
坂井モータース

貴　志　　　哲
堤　　　　　昇
坂　井　隆　夫

鳥　　　取
日吉津ホンダ販売㈲
サイクルランドUEKI

森谷商会

杉　谷　正　司
植　木　護　郎
森　谷　明　夫

島　　　根
バイクショップ　マルティ松江店
バイクショップ　モトム

ライドオン・プロダクト　SIDE－B

川　島　裕　史
大　橋　憲　一
木　村　孝　柄

岡　　　山
BIKE STAGE ２WAY
ヤマオカオート㈲
ホンダウイング福井

三　宅　　　修
山　岡　捷　儀
福　井　忠　士

広　　　島
㈱ザ　バイク

㈲サラダモーターランド
㈲モトハウス　ヒロ

織　田　典　信
皿　田　　　均
吉　崎　浩　徳

山　　　口 ㈲山本モータース
バイクハウスオータニ

山　本　秀　登
大　谷　泰　彦

徳　　　島 ㈱藤岡輪業商会 藤　岡　雅　彦

香　　　川 ㈱バイクプラザ丸亀
㈲オートブティックちば

高　木　健　司
千　葉　清　司

愛　　　媛 銭形商会 矢　野　平　治
高　　　知 ㈲オートショップ　チャレンジ 裏　正　　　一

福　　　岡
㈱BC福岡店
YSP福重

カワサキプラザ福岡

中　園　末　雄
徳　安　隆　士
中　村　一　徳

佐　　　賀 スズキワールド佐賀 大　橋　雄　一

熊　　　本
㈲バイクショップ　アール
㈲モトプラザ野添
丸田輪業

山　野　和　明
野　添　信　市
丸　田　真　一

大　　　分
大久保商会
菅原サイクル

バイクプラザナカノ

大久保　和　也
菅　原　正　次
中　野　篤　己

宮　　　崎 ホンダドリーム延岡
YOU SHOP東洋

西　山　満　幸
高　間　靖　智

鹿　児　島
バイクショップ福盛
オリタオートサービス
ホンダドリーム霧島

福　盛　政　春
折　田　敏　和
東　郷　喜　八

沖　　　縄
ホンダドリーム沖縄
モトフリーク・ウイリー

NEXT

金　城　　　要
赤　嶺　　　毅
真喜志　哲　二
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都府県地区名 優良地域団体名称 代表者氏名
旭 川 旭 川 地 区 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 関　谷　　　治
青 森 八 戸 地 区 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 田　島　　　昇
岩 手 岩 手 県 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 ブ ロ ッ ク 会 田　中　清　也
宮 城 宮城県二輪車安全普及協会中央南ブロック会 大　友　克　人
秋 田 男 鹿 地 区 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 高　橋　頼　雄
山 形 長 井 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 佐　藤　邦　昭
福 島 福 島 県 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 郡 山 支 部 矢　吹　　　正

東 京
西 新 井 二 輪 車 安 全 普 及 協 会
福 生 二 輪 車 安 全 普 及 協 会
板 橋 二 輪 車 安 全 普 及 協 会

山　中　一　夫
山　中　和　一
須　賀　　　進

茨 城 茨 城 県 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 水 戸 支 部 倉　持　幸　男
栃 木 宇 都 宮 東 地 区 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 岡　　　康　夫

埼 玉
東 入 間 地 区 二 輪 車 安 全 普 及 協 会
越 谷 地 区 二 輪 車 安 全 普 及 協 会

上　野　利　勝
浅　見　富司雄

神 奈 川
平 塚・ 大 磯 二 輪 車 安 全 普 及 協 会
相 模 原 二 輪 車 安 全 普 及 協 会

奥　野　　　裕
平　野　憲一郎

長 野 大 北 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 吉　沢　三　雄
静 岡 静 岡 県 浜 松 地 区 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 鈴　木　義　夫
岐 阜 岐 阜 県 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 恵 那 支 部 林　　　康　浩
愛 知 愛 知 県 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 一 宮 支 部 森　　　　　章
三 重 三 重 県 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 桑 名 支 部 岡　田　文　明

大 阪
城 東 地 域 二 輪 車 安 全 普 及 協 会
箕 面 地 域 二 輪 車 安 全 普 及 協 会
堺 地 域 二 輪 車 安 全 普 及 協 会

坂　口　　　稔
藤　田　博　昭
青　木　信　晴

和 歌 山 田 辺 地 域 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 中　　　晋　彦
鳥 取 鳥 取 県 西 部 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 青　戸　　　亨
島 根 島 根 県 大 田 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 勝　部　一　央
岡 山 備 前 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 角　野　和　明

広 島
広 島 中 央 地 区 二 輪 車 安 全 普 及 協 議 会
府 中 地 区 二 輪 車 安 全 普 及 協 議 会

山　本　昌　彦
皿　田　　　均

山 口 山 口 県 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 下 松 支 部 山　本　軍　示
徳 島 徳 島 県 池 田 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 大　西　　　正
愛 媛 松 山 西 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 高　橋　克　寿
高 知 高 知 県 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 高 知 支 部 水　口　勝　文
大 分 別 府 地 区 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 牧　　　　保

鹿 児 島
鹿 児 島 西 地 区 二 輪 車 安 全 普 及 協 会
南 さ つ ま 地 区 二 輪 車 安 全 普 及 協 会

市　田　忠　史
相　星　二三夫

沖 縄 沖 縄 県 二 輪 車 安 全 普 及 協 会 那 覇 支 部 池　原　武　彦

優　良　地　域　団　体
計38団体
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　昨年の(社)全国二輪車安全普及協
会の通常総会（平成22年５月21日）
において、前回総会から新たに創設
されました「二輪車交通安全普及活
動実績優秀県」として、当静岡県二
普協に全国二普協会長賞を授与され
ました。
　また、平成22年３月15日には、静岡県警察交通部長より、
二輪車事故防止活動など交通安全の取り組みが評価され、
感謝状が贈呈されました。
　このような、すばらしい賞を頂けたのは、当協会の役員・
関係者、全国二普協のご支援、ご指導があった事と存じま
す。この紙面をお借りして感謝申し上げます。
　では、昨今の静岡県二普協としてのGミーティング実施
内容および二輪車事故防止活動について、報告させて頂き
ます。
　まず、平成20年５月に静岡県二普協業務の全てを愛知県
二普協が業務委託する事となり、平成20年７月３日(木)に
当時の会長、八木前専務理事、市川専務理事と私の４人で
静岡県警察と(財)静岡県交通安全協会に出向き、担当事
務局変更等の説明を行うと同時に今後の活動をするに当た
り、ご支援とご協力をお願いしました。
　業務委託をしてから、静岡県二普協地区協会の総会出席、
「静岡県二輪車安全運転大会」、「二輪車安全運転の集い」
等のイベントに参加する事で警察、関係団体等と親交を深
めて行きました。特に静岡県警察が「二輪車安全運転の集
い」を共催している静岡県二輪車安全運転推進クラブ連合
会のご協力も頂くようになりました。
　第１の二輪車事故防止活動として静岡県では、バイク発
祥の地でありながら「Ｇミーティング」を開催していなかっ
た為、20年度に１回は開催する必要があると思い実施に向
けて着手して行きましたが、初めて手がける県で、どのよ
うに推進して行くかを模索していたところ、静岡県二普協
浜松地区が西部運転免許センター（浜松市）で原付技能講
習を行っている関係上、鈴木会長が会場使用許可を取って
頂き、その後、事務局で静岡県警察・(財)静岡県交通安全
協会の後援名義使用許可を頂き、平成20年11月16日(日)に
静岡県で初となる「Ｇミーティング」が開催できました。
ちなみに受講料は、愛知県同様となっており、Ｇ防犯加入
者は2,000円、Ｇ防犯未加入者は3,000円、但し当日、Ｇ防
犯に加入して頂ければ、2,000円となります。※弁当付き。
　当日は、朝から雨天となり、欠席者が心配されましたが、

参加者は27名となりました。
　しかし、雨は一日、降り続け最悪な日となりましたが、
事故も無く無事に終了できました。また、今回、静岡県で
初開催という事で、全国二普協から古川前専務理事、加藤
運営委員、ヤマハテクニカルセンターの草野前所長も視察
に来て頂きました。
　なお、アンケート結果としては大変、好評な意見がほと
んどで、不評な意見は無く、今後も年、数回は開催してほ
しいと等の要望が多々ありました。
　平成21年度の活動は、春と秋の全国交通安全運動期間中
に「Ｇミーティング」を２回実施。第１回目は、４月12日
(日)西部運転免許センター（浜松市）、受講者数42名、第
２回目は、９月27日(日)東部運転免許センター（沼津市）、
受講者数45名という結果でありました。
　なお、21年度から静岡県警察も共催となって頂き、更な
る協力を得て開催できました。特に昼休みは「静岡県警察
の音楽隊」の演奏を聴きながらおいしく昼食を頂きました。
　「Ｇミーティング」以外の二輪車事故防止活動は、「二輪
車安全運転の集い」、「伊豆スカイライン・ライダー・事故・
ゼロ作戦」等のイベント協力。
　それと、８月に開催された「バイクのふるさと浜松」に
おいて、Ｇ防犯チラシを配布し、告知及び加入促進を図る
とともに交通安全パレードでは静岡県二普協浜松地区の会
員がパレードの先導となり交通安全防止に寄与しました。
※来場者数　32,000人
　また、全国二普協から頂いた交通事故防止チラシを静岡
県警察に預け、各種イベント等で配布するようお願いした
と同時に、静岡県警察からの事故防止・イベント告知等を
当協会のHPにアップして、事故防止活動に取り組んで参
りました。
　この結果、21年中の静岡県内での二輪車死亡者数は、自
二27人（－５人）、原付12人（－11人）の39人で、前年の
55人から16人の減少となりました。
　平成22年度の活動は、21年と同様、春と秋の全国交通安
全運動期間中に「Ｇミーティング」を２回実施。第１回目
は、４月11日(日)東部運転免許センター（沼津市）、受講
者数41名、第２回目は、９月26日(日)西部運転免許センター
（浜松市）、受講者数45名という結果でありました。
　その他の二輪車事故防止活動は、前年同様「二輪車安全
運転の集い」、「伊豆スカイライン・ライダー・事故・ゼロ
作戦」「バイクのふるさと浜松」等のイベント協力。また、
静岡県警察からの依頼を当協会のHPにアップ。その他と
して、22年度は「WIMA日本ラリー（４月27日～５月３日）」
が静岡県富士宮市（富士山麓近辺）で開催されるに当たり、
静岡県警察は協力となり、全国二普協と当協会は後援とな
り、二輪車の国際化・文化・交通安全活動等に寄与しまし
た。（女性参加ライダー　海外139名、日本119名　計258名）
※WIMAとは→（女性たちの国際オートバイ組織）の略
称で、世界中のオートバイの好きな女性の親善・交流・進
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　大分県のグッドライダー防犯登録
制度（以下「Ｇ防犯登録制度」とい
う。）の導入は平成10年10月１日で
すが、13年間続いた店頭個別安全指
導票と各地区で取り組まれていた、
原動機付自転車防犯登録制度からの
切り替えであり、平成10年１月27日
と３月17日に県二輪車安全普及協会としてＧ防犯登録制度
導入について会議を開き、４月８日の総会で導入を決定し、
５月12日にＧ防犯登録制度導入について、各地区二輪車安
全普及協会会長の皆様に対する説明会を、県警察本部生活
安全部生活安全企画課のご指導とご協力を賜り開催し、制
度導入についての了解を頂き、引き続き、７月22日から８
月６日にかけて、県下６会場で、各地区二輪車安全普及協
会会員318店の皆様にＧ防犯登録制度導入のための説明会
を開催し159店（50％）のご出席を頂きました。
　なお、欠席の159店に対しては、後日、県二輪車安全普
及協会会員４銘柄の営業担当者を通しての資料配布と説明
等を行いました。本防犯登録制度は、県警察本部のご指導
とご協力、各地区二輪車安全普及協会会長の皆様と、会員
４銘柄の営業担当者の皆様のご理解とご協力により、平成
10年10月１日より導入することができましたが、実稼働店
数について見ますと、平成11年が102店、12年が76店、13年
84店、14年67店、15年64店、16年59店、17年59店、18年54店、19
年54店、20年50店、21年57店という状況です。なお、県下の
Ｇ防犯登録取扱店として、二輪車普及協ニュース等関係資
料を送付しているお店は、制度導入時の318店から、現在
では120店とさせて頂いております。
　原動機付自転車 防犯登録制度からＧ防犯登録制度への

切り替えにつきましては、各地区二輪車安全普及協会会長
の皆様と、県協会会員４銘柄の営業担当者の皆様のご努力
を頂き取り組んで来たところですが、この様な状況下で、
自転車商組合等との交渉を続けて頂いた、別府地区二輪車
安全普及協会の牧保 会長様のご努力により、平成20年よ
り、別府地区でＧ防犯登録制度への切り替えを頂いたこと
により、平成21年のＧ防犯登録件数が僅かですが、対前年
を超えることができ、昨年の全国二輪車安全普及協会 会
長表彰につながったと思います。
　今後の普及推進については、大型量販店を始め、Ｇ防犯
登録取扱実績の無い、お店に対する取り組について、県警
察本部のご指導とご協力を賜り合せて各地区二輪車安全普
及協会 会長の皆様と会員4銘柄の営業担当者の皆様のご理
解とご協力を頂き、見方を改めて原点から取り組んでまい
りたいと思います。
　次に、折角の機会ですので二輪車安全運転講習会につい
て紹介させていただきます。大分県では、県警察本部のご
指導ご協力と合せて(財)大分県交通安全協会と二輪車安
全運転推進委員会特別指導員・指導員の皆様のご協力を頂
き、平成15年11月２日にステップアップライダーズトレー
ニングの名称で第１回目を開催し、翌16年は、５月９日と
11月７日の２回開催、17年以降は４月又は５月と９月、11
月の年３回開催しておりますが、平成20年から名称をグッ
ドラーダーミーティング（以下「Ｇミーティング」という。）
に変更して開催し、同時に受講条件として、Ｇ防犯登録加
入者に限るとしたことによる部分もあると思われます。ま
た当講習会には毎回40名前後の受講者が有り内約半数が初
参加者であることと、他県からの受講者も有り、大変好評
を頂いております。
　また、Ｇミーティングの開催につきましては、受講者の
希望もあり、平成21年より年３回の定期開催とは別に、基
礎編（初心者用）と上級編を計画し、平成21年は基礎編を
10月25日に開催し22年は基礎編を６月20日と10月17日に開
催、上級編を12月12日に開催しております。
　23年以降は年３回のＧミーティングとは別に、基礎編を
年２回（６月10月）、上級編を年３回（５月10月12月）の
開催を計画しているところです。
　なお、二輪車安全運転講習会につきましては、第１回目
の開催より講習会場、施設、資材、教材の貸与等、協賛団
体として絶大なる、ご協力を頂いておりました(財)大分
県交通安全協会様に、平成22年度より共催者としてご参加
して頂くこととなり、４月25日開催のＧミーティングから
(財)大分県交通安全協会と大分県二輪車安全普及協会の共
催で開催致しております。
　大分県二普協としましては、今後ともＧ防犯登録の更な
る普及促進とＧミーティングの充実・継続開催に尽力して
まいる所存ですので、皆様方のご理解とご支援・ご協力を
よろしくお願い申しあげます。

歩を目的とした国際組織です。詳細は簡略しますので興味
のある方は、http://www.wima.gr.jp/top.htmlをご覧下さ
い。
　この結果、22年11月末現在の静岡県内での二輪車死亡者
数は、自二17人（－７人）、原付９人（－２人）の26人で、
前年同月比では、９人の減少となっている状況ですが、こ
の紙面が出る時は、22年中の死亡事故者数が判明されます
が昨年より減少する事を期待するとともに、今後もより一
層、二輪車事故防止活動・Ｇミーティング等を実施し静
岡県での悲惨な二輪車事故死者数等を１件でも減少させる
為、事故防止活動をして行きますので、静岡県警察はじめ、
静岡県二普協役員、関係団体、全国二普協の関係者皆様方
のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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あなたの安全とバイクを守るための
～全国二普協の盗難防止と早期発見事業～

二輪車盗難照会システムグッドライダー防犯登録

警察庁
全国オンライン
システム
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グッドライダー防犯登録加入
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警察官の街頭活動



全国いつでも
照会

二輪車安全
普及協会

二輪車盗難照会システム
（会員販売店）

通年・24時間照会
照会　　（販売店←―→全国二普協）回答　　

盗難の有無・即時判明
（盗品の流入防止　）

盗難車発見
放置車の所有者判明

ユーザーカード
による確認

登録ナンバー
による照会

ユーザーへの返還

〈メリット〉
▽
ユ
ー
ザ
ー
カ
ー
ド
に
よ
り
所
有
者
判
明

▽
全
国
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
照
会
で
き
る

　
　
　

（
加
入
し
な
け
れ
ば
照
会
で
き
な
い
）

▽
放
置
車
両
も
即
時
に
所
有
者
判
明

〈メリット〉
▽
盗
品
売
買
の
防
止
（
社
会
的
信
用
）

▽
無
償
返
還
の
防
止
（
古
物
営
業
法
第　　

条
）

▽
不
正
流
通
の
防
止
（
取
引
の
安
全
）

20

平成
13年

平成
12年

平成
14年

平成
15年

平成
16年

平成
17年

平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

0 1,160

1,360

100,000

50,000

150,000

200,000

250,000

300,000
二輪車盗難件数推移 平成22年12月末現在

253,433

95.7

12年を100とした場合の比率（％）

盗難件数
（左目盛り・件）

二輪車保有台数
（右目盛り・万台）

61.278.4100.0 50.0 41.1 36.8 32.8 31.7 32.4 29.0

●
1,348

1,180

1,200

1,220

1,240

1,260

1,280

1,300

1,320

1,340

●
1,306

1,324
●

●
1,287

●
1,275

●
1,226

●
1,258

●
1,245

●
1,228

●
1,216

●
1,196

198,642

242,517

154,979

126,717
104,155

93,294 83,029 80,354
82,116

73,492



－ 15 －

二輪車安全普及協ニュース№105　  　平成23年１月31日号　  　Motorcycls Safety Association News

昨年の交通事故死、前年比51人減
―二輪車乗車中は15人減―

（平成22年12月末／警察庁資料）　
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グッドライダー防犯登録、出荷台数比78.3％
―保有台数比23.0％　地域格差の解消が課題―

（社）全国二輪車安全普及協会
（平成22年12月31日現在）
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　二輪車盗難件数、前年比10.5％減
―被害回復率38.8％、 21県で回復率アップ―

盗難認知／被害回復状況（平成22年12月31日現在／警察庁資料）　
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編　集　後　記

　昨年６月から11月にかけて全国各地でAPEC関係
のさまざまな会議が開催され、11月の横浜市における
首脳会議で無事一連の警備が終了しました。
　本警備に対する協力に対し、神奈川県警察本部長か
ら神奈川県二普協に対し感謝状（＝写真＝）が贈られ
ました。
　また、全国二普協に対しても当協会会長宛てに警察

庁警備局長からAPEC警備の完遂の報告と警備協力
に対する礼状が届けられました。
　この間における皆様のご理解とご協力に対し感謝申
し上げます。

　新年明けましておめでとうございます　皆様にはお
健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　ご案内のとおり我が国は、一昨年来の深刻な経済
情勢に一向に改善の兆しが見えず、二輪車市場につき
ましても国内新車販売台数の減少幅に若干の改善の兆
しは認められますが、まだまだ厳しい環境下にありま
す。そのため私達二普協事業活動の展開に当たりまし
ては、尚一層の知恵と工夫による対応が求められてお
ります。
　昨年の二輪車乗車中の事故死者数については、871
名（12月末現在）で原付・自動二輪車ともに、近年来
続いていた減少幅に若干の陰りがみえはじめており懸
念されるところであります。二普協としましてはグッ
ドライダーミーティングや店頭個別安全指導等を関係
機関・団体の皆様のご理解とご協力を得ながら着実に
実施し、交通事故撲滅を目指して尚一層の安全運転普
及活動に努めてまいりたいと思っております。
　G防犯登録の新車出荷台数比率については、昨年12
月末現在で47.8％であり、残念ながら目標とした55％
台を達成することができませんでした。また保有台数
比についても依然として23.0％と低迷しております。
「二輪車盗難照会システム」は現在加盟店数約3,356店
で、こちらも目標である3,500店に及んでおりません。
全国二普協といたしましては、このような非常に厳し
い結果を真しに受け止め、今後とも関係機関・団体と
の緊密な連携を図りながら防犯登録の普及促進と盗難

本年もよろしくお願い申し上げます

(社 )全国二輪車安全普及協会

専 務 理 事　 國枝　英郎
常 務 理 事　 中薗　善廣
安全普及部長　 乾　　政信
経 理 部 長　 山本　禮仁
G防システム部長　 田島　和雄
職 員　 清水　頼子
職 員　 吉田真由子

照会システムの利用促進を図ってまいる所存でありま
す。
　先行き不透明な経済情勢下で二普協をめぐる環境
は、益々厳しさを増すことが予測されます。本年も関
係各機関・団体の皆様と緊密な連携を図りながら二輪
車の安全と防犯という事業目的達成のために邁進して
まいりたいと思っておりますので尚一層のご理解とご
支援、ご協力をよろしくお願いいたします。
　日本経済の一日も早い回復を祈念しますとともに、
皆様の益々のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。
　《謹詠》
　新年祝賀
　　つつがなき御代でありませと祈りあげにひとしの
　　賀をたてまつりけり


